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平
家
の
落
人
伝
説
を
秘
め
た
黒

谷
地
区
は
、
今
治
市
朝
倉
地
区
に

接
し
た
山
間
部
の
集
落
で
す
。
そ

の
鎮
守
で
あ
る
大
元
神
社
の
社し

ゃ
そ
う叢

に
は
、
樹
齢
八
百
年
と
推
定
さ
れ

て
い
る
一
本
の
大
杉
が
あ
り
ま
す
。

　

昼
な
お
暗
い
杉
林
の
中
で
も
、

そ
の
老
木
が
圧
倒
的
な
神
々
し
さ

を
醸
し
出
し
て
い
る
の
は
、
目
通

り
が
７
㍍
、
根
回
り
が
９
・
５
㍍
、

そ
し
て
高
さ
が
約
20
㍍
も
あ
り
、

周
囲
の
木
々
と
は
次
元
の
異
な
る

存
在
感
を
放
ち
な
が
ら
、
ス
ッ
と

天
空
に
そ
び
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

大
樹
の
中
心
部
に
は
落
雷
に
よ
る

焼
け
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
往
時

に
は
現
在
を
さ
ら
に
し
の
ぐ
巨
木

で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

樹
勢
は
今
も
な
お
盛
ん
で
す
。　

　

悠
久
の
時
を
こ
の
地
で
過
ご
し

て
き
た
生
命
力
の
神
秘
に
感
動
を

覚
え
な
が
ら
鳥
居
を
出
て
境
内
を

振
り
返
る
と
、
大
杉
の
姿
は
も
う

木
立
ち
の
中
に
紛
れ
て
い
ま
し
た
。
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広
域
農
道

頓
田
川

競
う
よ
う
に
ど
の
木
も
背
筋
を
伸
ば
し
そ
び
え
る
杉
林
に
あ
っ
て
、

樹
皮
を
苔
の
色
に
染
め
な
が
ら
老
木
ら
し
い
風
格
を
た
た
え
る
大
杉

大
元
神
社
で
は
、大
杉
だ
け
で
な
く
、

本
殿
前
に
対
で
立
っ
て
い
る
檜
の
双
樹
も
、

市
の
天
然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す 鳥居越しに見る大元神社の社叢

第
80
回　

 

大 

元 

神 

社 

の 

大 

杉

撮
影：

十
亀
茂
樹

No.83　オオアカゲラ（留鳥）
　全長28㎝、雄では頭頂が赤く、背と翼が白黒の横縞模様、胸
脇から腹にかけてある縦斑、下腹部の紅色が特徴の大型キツツ
キです。「キョッキョッ」と鋭く鳴き、木の幹を激しく叩くド
ラミングでその存在が分かります。西条ではブナの原生林が残
る石鎚山成就八丁坂から夜明け峠付近でよく見られています。

平成24年５月末日現在
住民基本台帳登録数 (   )内は前月比

人　口　114,003 人 （＋21人）

　男　　  54,635 人 （＋ 6人）

　女　　  59,368 人 （＋15人）

世　帯　  48,699世帯（＋75世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　いつもの焼き鳥屋で肩を並べたのは、
徒歩で八十八カ寺を巡っているという
宮城県石巻市出身の元銀行員の青年。
　東日本大震災で多くの知人を失った
直後に、名古屋支店への転勤を命じら
れた彼。未だ発見されていない友人も
いる中で故郷を離れたこと、父母の住
むまちの復興に携われていないことな
どについて１年間悩んだ末、今年の春
６年に及ぶ行員生活を辞したことを、
盃を重ねるにつれ話してくれました。
　今は自分自身に筋を通すため四国路
を歩いているという彼も、結願の暁に
は石巻に帰り汗を流すそう。軽々しく
「頑張れ！」などとは言えなかったけど、
本当に心から応援しています。   ( ま )


